
ー

『ｑ
■
’
一

’

、
－
１
砿
～

輔
』
『
今

「神

1Ｉ
Ｆ碑

』-帰二

L-L&

幻
守
幼
心
・
巳

韓
】
『
凸蕊

一
二
十

』
一
宇

､ｉ、

′

雌予震，
曹畠

認､､.ｉ

総菖
町
日
日
．
Ⅱ
Ⅱ
且
Ｋ
Ｕ
８
帝

】
回
■
、
■
画
■
『

咽
里
■
■
．
■
■
■
回
向
“

》
函
昌
■
面
鷺
■

■
頁
■
■
■
■
■

睡
画
■
■
画
■
皿
■
画
室
ロ
■
【

Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
’

鋼歪引

抑
路 ー

ｒ
Ｌ

Ⅲ
「
Ｔ
Ｐ
Ｏ
・

一
両

~4１
－13

~4１
－13

宇
和
一

函 一
酢

一
《

雷豊
剣
㎡
堀
坤
蝿
唖
咽

叩
．
．
一
畠
蝿
》
一

二
■
画
■
犀
■

１犀.i’

■
神
戸
青
年
会
議
所

神
戸
市
中
央
区
港
島
中
町
６
ｉ
１

神
戸
商
工
会
議
所
会
館
６
Ｆ

恋
０
７
８
‐
３
０
３
１
０
０
７
５

三
ｓ
茎
三
乏
三
．
六
○
ワ
ュ
。
．
○
「
・
吉

４

舌
堕
団
．
ｕ９

戸
《
‐
ぴ
ト
ー
Ⅲ
凱

（
『

｛
缶

閥

需
与
一

鐙
瀞
哨

匡

『
一

一
客

子
一

戸

職
一弓

Ｆ一

『、３
’

Ｉ

圏

而
岬
ロ
ロ
ロ
ロ
ー
‐

恥
〃
Ⅱ
日

梨
一
一 ：

ロ

●ある集い●神戸青年会議所

＝~一垂幸李．‐一

過
去
か
ら
未
来
へ
ゆ
か
り

た
し
か
め
よ
う
神
戸
の
〃
由
縁
“

神
戸
を
拠
点
に
、
如
歳
か
ら
如
歳
ま
で
の
若

者
経
済
人
が
集
う
（
社
）
神
戸
青
年
会
議
所
。

２
０
０
４
年
度
は
、
２
７
３
名
の
メ
ン
バ
ー
で

ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
本
年
度
の
理
事
長
を
務

め
る
の
は
、
和
洋
菓
子
の
老
舗
・
神
戸
同
月

堂
の
常
務
取
締
役
下
村
治
生
氏
。
理
事
長
の

基
本
方
針
に
は
、
「
い
ま
自
ら
の
資
質
の
向
上

を
～
過
去
か
ら
未
来
へ
た
し
か
め
よ
う
神
戸

の
〃
由
縁
〃
～
」
を
掲
げ
る
。
平
清
盛
が
神
戸

港
の
基
礎
を
成
す
大
輪
田
泊
を
修
築
し
、
海

外
と
の
交
流
の
窓
口
を
築
い
た
。
明
治
維
新

以
降
の
神
戸
港
開
港
に
よ
っ
て
、
神
戸
の
繁

栄
は
隆
盛
を
極
め
る
。
こ
の
よ
う
に
神
戸
の

街
が
も
つ
伝
統
、
歴
史
、
文
化
か
ら
、
由
縁

を
確
か
め
つ
つ
、
未
来
に
向
け
て
、
「
誰
も
が

訪
れ
た
く
な
る
ま
ち
神
戸
」
を
創
造
す
る
こ

と
を
思
い
描
く
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
健
全
な
青
少
年
育

成
を
テ
ー
マ
に
、
世
界
の
被
災
国
や
紛
争
国

の
支
援
活
動
を
行
う
パ
ッ
チ
ア
ダ
ム
ス
氏
を

招
聴
し
、
大
規
模
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ワ
！
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
企
画
す
る
。
日
本
国
内
で
も
多
く

の
青
少
年
事
件
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
親

子
の
緋
や
親
と
し
て
の
子
育
て
の
自
覚
を
啓

蒙
す
る
活
動
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

ま
た
、
神
戸
発
展
の
源
で
も
あ
る
港
と
海

へ
の
感
謝
を
捧
げ
る
「
み
な
と
ま
つ
り
」
は
、

（
社
）
神
戸
青
年
会
議
所
が
立
ち
上
げ
た
。
メ

リ
ケ
ン
パ
ー
ク
に
２
日
間
で
、
約
５
万
人
も

の
人
々
を
集
め
、
夏
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

（
社
）
神
戸
青
年
会
議
所
で
は
、
こ
れ
ら
の

事
業
や
様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
自
ら

の
資
質
や
能
力
の
向
上
を
め
ざ
す
。

一
月
十
三
日
に
は
、
下
村
理
事
長
を
筆
頭

に
理
事
構
成
メ
ン
バ
ー
が
生
田
神
社
を
参
拝

し
、
本
年
度
の
成
功
を
祈
願
し
た
。
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異
業
種
の
交
流
と

文
化
の
発
展
を
目
指
し
て

和
朗
会
は
、
関
西
学
院
大
学
商
学
部
・
名

誉
教
授
・
石
田
和
夫
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
（
加
年
卒
か

ら
弘
年
卒
）
の
集
ま
り
で
あ
る
。
和
朗
会
の

メ
ン
バ
ー
は
、
近
畿
一
円
は
も
と
よ
り
全
国

各
地
で
産
業
・
経
済
界
の
一
線
で
活
躍
し
て

い
る
印
代
か
ら
印
代
が
主
な
会
員
で
あ
る
。

総
勢
は
、
約
７
０
０
名
で
目
津
隆
治
会
長
（
協

和
製
綿
所
代
表
取
締
役
）
以
下
幹
事
・
加
藤

栄
治
（
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
オ
代
表
取
締
役
）
、

加
藤
正
治
（
阪
南
大
学
教
授
）
な
ど
が
運
営

に
当
た
り
、
年
１
回
の
総
会
と
親
睦
会
を
開

い
て
い
る
。
異
業
種
の
交
流
と
文
化
の
発
展

を
目
指
し
た
親
睦
団
体
で
あ
る
。

今
回
は
、
岩
瀬
吉
度
（
阪
神
電
気
鉄
道
．

』－－－

'１：

異
業
種
の
交
流
と

文
化
の
発
展
を
目
指
し
て

和
朗
会
は
、
関
西
学
院
大
学
商
学
部
・
名

誉
教
授
・
石
田
和
夫
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
（
加
年
卒
か

ら
弘
年
卒
）
の
集
ま
り
で
あ
る
。
和
朗
会
の

メ
ン
バ
ー
は
、
近
畿
一
円
は
も
と
よ
り
全
国

各
地
で
産
業
・
経
済
界
の
一
線
で
活
躍
し
て

い
る
印
代
か
ら
印
代
が
主
な
会
員
で
あ
る
。

総
勢
は
、
約
７
０
０
名
で
目
津
隆
治
会
長
（
協

和
製
綿
所
代
表
取
締
役
）
以
下
幹
事
・
加
藤

栄
治
（
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
オ
代
表
取
締
役
）
、

加
藤
正
治
（
阪
南
大
学
教
授
）
な
ど
が
運
営

に
当
た
り
、
年
１
回
の
総
会
と
親
睦
会
を
開

い
て
い
る
。
異
業
種
の
交
流
と
文
化
の
発
展

を
目
指
し
た
親
睦
団
体
で
あ
る
。

今
回
は
、
岩
瀬
吉
度
（
阪
神
電
気
鉄
道
・

西
梅
田
開
発
室
部
長
）
の
尽
力
で
、
総
会
に

華
を
添
え
る
と
い
う
趣
旨
で
、
「
２
０
０
４
年

新
春
七
人
展
石
田
和
夫
彩
の
世
界
展
」
を
開

催
し
た
。
会
員
に
は
、
１
期
生
の
書
道
家
・

花
田
尊
文
（
松
蔭
女
子
学
園
大
学
）
、
９
期
生

の
洋
画
家
・
北
山
義
明
（
二
紀
会
）
な
ど
の

芸
術
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
会
員
が
い
る
こ
と
、

石
田
和
夫
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
長
男
・
純
之
（
木

工
芸
）
、
妻
・
芳
子
（
書
）
や
親
戚
に
は
洋
画

家
・
宮
崎
万
平
や
日
本
画
家
・
綾
田
勝
義
（
京

都
市
立
芸
術
大
学
助
教
授
・
創
画
会
会
友
）

な
ど
芸
璽
郵
が
多
く
、
白
身
も
日
本
画
家
・
佐
々

木
弘
（
精
華
大
学
名
誉
教
授
・
創
画
会
会
員
）

に
師
事
し
て
、
翠
年
間
日
本
画
を
研
究
し
て

い
る
の
で
、
今
回
の
展
覧
会
を
開
い
た
。

和
朗
会
会
員
の
並
々
な
ら
ぬ
尽
力
の
お
陰
で
、

ハ
ー
ビ
ス
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

初
日
の
１
月
５
日
に
は
総
会
と
親
睦
会
が
開

か
れ
た
。
こ
の
日
の
た
め
に
英
国
か
ら
シ
エ

フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
・

長
谷
川
晴
清
や
関
学
の
国
際
交
流
部
長
・
マ

ー
テ
ィ
ン
・
コ
リ
ッ
ク
な
ど
も
参
加
し
て
、

和
や
か
に
楽
し
い
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
、
新

春
の
集
い
に
相
応
し
い
宴
と
な
り
ま
し
た
。

（
和
朗
会
事
務
局
／

大
阪
人
間
科
学
大
学
教
授
・
井
上
千
一
）
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－１

水中だより⑪
ﾓデﾙ･ｻｲズ/ウメイロの群

１５ｃｍ

海と南の島を愛する女性たちの

グループです｡彼女たちが撮影

したひたすら青く広い海を､そし

て珍しい魚たちの水中写真をシ

リーズでご紹介いたします。

なったようだ。シミランクル

ーズの４日間のダイビング

三昧｢宝の一コマ」

■

■

。

召■

■

－口

一
癖
酷

ｒ
帝

毎

希

機材･カメラ／ﾆｺﾉｽWSB-105ロビア

AdeyaccoUnderWaterPhotoCIub

1８

『夢色」
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曲

写真／米田定蔵池田年夫松原卓也米田英男

２月号目次◆2004-512
10KOBECCO2004／並河寿美・中野順哉１２神戸スナップ

１４ある集い／神戸青年会議所・和朗会

l6ANGLEKOBE／Mi・RokkoSkiingground菊池満

１８あでやつこ水中だより⑪／佐治はるみ『夢色」

２０酒特集／母娘で尋ねる灘の郷岡本真穂・真由美

30結婚特集／みやびな日本流‘おしゃれなKOBE流

４２神戸のお嬢さん／浜本麻理子さん関千佐世さん

４４ボンソワールマダム／④１１ｍ山本桂子

５２エッセレバンビーノ⑮／タイムスリップさせてくれる車・ヒーレー

５５私の意見／清原桂子

５６ポエム・ド･コウベ／竹中郁・え／小磯良平

５８創刊43周年記念復刻版名作シリーズ／淀川長治他

６２対談／林敏之のヒューマン対談②／平尾誠二と語る（後編）

702004神戸酒徒番附発表／経済人・文化人

７６でん太の教えてドクター⑤／足立優

７８プロフェッサーＰの研究室／岡田淳

８０神戸のアーバンデザイン／田中正人

８１神戸のモダンリビング／野崎留美

ユ

繊牌

局盃
《 Z月

次代を創る神戸のニューリーダー⑯／田中敏弘

話題のひろば９２ひょうごウォーク

有馬歳時記９６神戸の本棚

ミセスグリーンを知りませんか？②／谷口良平

ぴっといん１０２イベントスケジュール

ポケットジャーナル

山歩き教室④／重辰恒夫

各駅停車の神戸歴史ウオーク⑪／田辺真人

北斎ミステリー⑬／中右瑛

みだら夜話⑬／浅黄斑・え／犬童徹

コーヒーカップの耳⑲／出石アカル・え／菅原洗人

新連載小説・鎧の中のサムライ②／中野順哉・え／平田郁

プレゼントメイト１２３愛読者サロン

神戸っ子倶楽部法人会ニュースｌ３２ＫｌＴＡＮＯＨＯＴＮＥＷＳ

神戸うまいもん＆ドリンキングＮＥＷＳ

神戸百店会だより

表紙／石阪春生

セカンドカバー／

米田定蔵

一

、

諺
u躯＃

鶴 目次／岩島雅彦

｢芸人の一家」

817
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灘
で
生
ま
れ
た
落
と
し
子
を

2０

真
穂

聖曇j=＝
Ｉ

圃函

姑一

画
』

。

、

『

F回

鑑

誰
が
つ
け
た
か
生
一
本

蕊

一意

ほ
ん
に
う
れ
し
い
灘
の
酒

(左)娘の真由美さん（右)岡本真穂さん

（
《
ｂ
一

一

一
〈

H１

寸寧

岡
本
真
穂

詩
人
。
関
西
文
学
同
人
、
関
西
詩

人
協
会
会
員
、
神
戸
異
分
野
交
流

会
会
長
。
著
書
「
詩
画
集
花
野
」

「
風
の
吹
く
ま
ま
」
「
短
編
小
説
集

御
影
」
。
本
誌
「
は
し
け
の
女
」
連

載
終
了
。
３
月
末
童
話
集
「
神
の

水
」
出
版
。

一
・
・
・
一
．
．
・
表
へ
三
罰
．
一
一
『
・

奉
曇
．
．
．
賢
）
雷
．
・
等
一
・
・
．
六
甲
天
水
玉
の
水

一
■
一
》
ｂ
一
■
凸
■

吋
錘
斡
癖
》
》
一
〉
な
ぜ
に
引
き
合
う

一
一

一
一

蜂
職

る
灘
の
蔵

播
州
平
野
の
黄
金
稲
穂

蟻
堕恩

｡

恋
の
仲

戸
辞

蝋'､〔::ヅ

患
＝

：ｈ
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巽総義 罵樫正宗
一

お
訪
ね
し
た
日
は
、
今
年
一
番
と
云

わ
れ
る
く
ら
い
寒
い
日
で
し
た
。
樫
と

云
う
美
し
い
名
前
に
さ
そ
わ
れ
る
よ
う

に
私
達
母
娘
は
大
き
な
ガ
ラ
ス
の
ド
ア

に
招
か
れ
る
様
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し

た
。
襖
宴
と
云
う
字
と
大
き
な
樫
の
花

を
配
し
た
ブ
ル
ー
の
玄
関
マ
ッ
ト
が
、

新
鮮
な
明
る
さ
を
創
業
３
０
０
年
と
云

う
伝
統
の
中
に
神
戸
の
空
の
よ
う
に
モ

ダ
ン
に
溶
け
込
ん
で
居
り
ま
し
た
。
樫

正
宗
記
念
館
、
そ
の
名
の
通
り
１
階
右

側
の
階
段
、
震
災
に
よ
り
建
替
え
た
と

は
云
え
代
々
続
い
た
蔵
の
古
材
を
利
用

さ
れ
た
と
云
う
だ
け
あ
っ
て
、
ほ
ん
の

り
と
昔
の
蔵
を
思
わ
せ
る
様
な
香
り
が

２
階
の
資
料
館
へ
と
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

撰
正
宗
記
念
館
「
撰
宴
二

Ｗ嬰爵

〆

41?？
■二

戸①

樫正宗記念館l~樫宴」
神戸市東灘区魚崎南町沖-3-18
TELO78-436-3030

交通：阪神・六甲ライナー

魚崎駅南へ徒歩約5分
開館時間:10時～22時(ｼｮｯプ･ｶﾌｪ10時~19時）

ﾚｽﾄﾗﾝ｢樫宴」
営業時間:11時30分～15時１７時～22時

（ラストオーダーは1時間前）

定休日：火曜

樫正宗株式会社
神戸市東灘区魚崎南町5-10-1
TELO78-411-2101

hltpWWww・sakuramasamune,ＣＯ・ip／

上撰樫正宗
･米の旨味を引き出した
淡硫な灘酒

花雫あか 超特撰金稀
･古代の赤米をもとに造った。最高級山田錦のみで造った

ワインﾚｯド色の清酒手造り純米吟醸酒
か
す
か
に
聞
こ
え
る
酒
づ
く
り
唄
、
歴

史
を
思
わ
せ
る
酒
の
ラ
ベ
ル
。
ど
れ
も

美
し
い
楼
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
先
人
の
思

い
入
れ
の
あ
る
物
ば
か
り
。
灘
の
宮
水

は
６
代
目
当
主
山
邑
太
左
衛
門
が
天
保

ｎ
年
（
１
８
４
０
年
）
に
西
宮
の
地
で

発
見
さ
れ
た
と
か
。
棋
正
宗
御
推
薦
の

「
上
撰
樫
正
宗
」
は
酒
造
り
に
適
し
た

好
適
米
を
灘
の
「
宮
水
」
と
伝
統
の
技

に
よ
っ
て
米
の
う
ま
味
を
引
き
出
し
た

淡
麗
な
灘
酒
で
さ
わ
や
か
さ
を
お
た
め

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
レ
ス

ト
ラ
ン
「
襖
宴
」
の
特
上
か
に
し
や
ぶ
、

そ
の
日
限
定
の
蔵
酒
、
何
と
冬
の
夜
の

至
福
が
こ
こ
に
。

■
同

2１

銘
酒
と
か
に
料
理

ヨ

勧赴鱈
トー一ニユ

畠誤ﾘﾐー ｰ

国道４８i皇鶴

裡正宗

記念随

Ｑ"摂宴〃

{緬興一
Ｗ
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おためし美味

蝿
争
Ｊ
１
Ｆ
９
Ｐ
、
』
。
Ⅱ

》
一
一
沢
の
鶴
資
料
館
一
一

兵
庫
県
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

建
物
は
震
災
に
よ
り
全
壊
し
た
と
は
い

え
、
そ
の
美
し
さ
は
な
る
程
と
思
え
る

品
の
良
い
件
ま
い
。
案
内
し
て
下
さ
っ

た
人
達
も
優
し
く
、
今
ま
で
私
の
知
識

の
中
に
あ
る
山
田
錦
の
米
の
姿
、
そ
れ

は
大
き
な
ガ
ラ
ス
埋
に
入
れ
ら
れ
た
刈

り
取
っ
た
ま
ま
の
稲
穂
の
姿
。
な
る
程
、

山
田
錦
の
原
料
の
価
格
の
高
さ
、
そ
れ

は
風
害
に
も
弱
く
、
酒
米
そ
れ
も
吟
醸

酒
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
米
で
、
播

州
地
方
の
風
土
に
し
か
育
た
な
い
、
と

い
う
酒
米
、
新
潟
あ
た
り
の
酒
に
も
、

山
田
錦
米
使
用
と
う
た
っ
て
い
る
酒
も

先人達の道具に囲まれて

2２

あ
る
く
ら
い
そ
の
米
の
重
要
な
役
割
は

う
れ
し
く
近
畿
内
に
あ
る
。

生
翫
造
り
酒
と
云
う
言
葉
を
時
々
耳

に
す
る
。
生
翫
と
は
蔵
に
住
み
付
い
て

い
る
乳
酸
菌
や
酵
母
で
酒
造
り
を
す
る

と
か
、
こ
ち
ら
沢
の
鶴
株
式
会
社
で
も

生
翫
生
づ
く
り
の
お
酒
が
あ
る
。
天
照

大
神
（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）
を

伊
勢
に
お
祁
り
し
た
時
拠
癖
の
沢
で
し

き
り
に
烏
の
鳴
く
声
坤
歳
跨
蝿
鋪
旋
そ
の

蹄
き
声
の
主
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
真
っ

白
な
鶴
が
た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
穂
を
く

わ
え
て
い
た
…
。
当
社
を
訪
ね
、
沢
の

鶴
の
由
来
を
聞
く
の
も
楽
し
み
。

Ｐ｡

；
耐
２
１
？
；
…

鼠
祇
；
…
…
羅
篭

砧
■

至
三
宮

伝
統
に
生
き
る

沢の鶴演素:Ｔ賢●
ｄ川

西郷橋

国道43号

昔の酒蔵「沢の鶴資料館」
神戸市灘区大石南町1-29-1
TEL,078-882-7788

交通：阪神大石駅南へ徒歩約8分

開館時間：10時～16時

休館日：水曜､盆休み､年末年始

入場料：無料(10名以上要予約）

httpWwww､sawanotsuru・cojp／

■
■

１ｍ

ｌ阪神大石峠二ヨー ←
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＃

Ｌ■

些
白
鶴
酒
造
資
料
館

大
正
初
期
に
建
造
、
昭
和
“
年
３
月

ま
で
本
店
一
号
蔵
と
し
て
稼
動
し
て
い

た
の
で
す
が
、
神
戸
の
震
災
は
こ
の
歴

史
あ
る
蔵
ま
で
被
害
を
あ
た
え
ま
し
た
。

そ
し
て
復
元
。
随
所
に
見
ら
れ
る
太
い

柱
、
昔
の
蔵
の
重
厚
さ
が
目
に
つ
く
。

蔵
人
の
食
事
風
景
、
そ
の
膳
の
上
に
酒

徳
利
、
仕
事
の
後
の
団
蕊
が
手
に
取
る

様
に
解
り
ま
す
。

日
常
の
中
で
白
鶴
の
お
酒
は
よ
く
み

か
け
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
中
で
白
鶴
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
大
き
な
パ
ー
テ
ィ
会
場
で

こ
も
か
む

も
白
鶴
の
薦
被
り
を
見
か
け
る
事
が
あ

り
ま
す
。
酒
と
云
う
文
化
を
大
き
く
伝

諒雰

歴史の香りの中で

え
る
酒
造
会
社
が
、
こ
の
灘
五
郷
の
中

に
あ
り
。
世
界
に
進
出
し
て
い
る
酒
文

化
の
先
人
と
し
て
、
私
達
は
う
れ
し
く

見
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
伝
統
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ
蔵
。

歴
史
の
変
遷
と
共
に
近
代
化
す
る
企
業
。

私
達
に
と
っ
て
ど
ち
ら
も
う
れ
し
い
事

実
で
す
。
昔
な
が
ら
の
手
法
で
酒
造
り

を
す
る
一
方
で
、
近
代
化
と
エ
コ
ロ
ジ

ー
を
結
び
つ
け
地
球
全
体
を
考
え
る
白

鶴
の
姿
勢
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
食
文
化

の
行
き
先
ま
で
か
か
わ
っ
て
く
る
様
な

気
が
し
ま
す
。
資
料
館
に
は
静
か
に
新

旧
の
酒
が
来
館
者
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

一

昔
と
未
来露豊曇

Ｉ

2３

白罷酒造資料館

神戸市東灘区住吉南町4-5.5

TELO78-822-8907

交通:JR住吉駅下車南へ徒歩約15分、

阪神住吉駅下車南へ徒歩5分

開館時間:9時30分～１６時30分

（入館は16時まで）

定休日：月曜（休日の場合は翌日)、

年末年始、お盆

入場：無料

httpWWww､hakutsuru､cojp／

国道43号線
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娘と一献美味上々

－
に
負
け
な
い
気
の
配
り
よ
う
で
お
待

ち
の
人
も
入
口
に
多
い
。

酒
心
館
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
、
東
明

蔵
で
の
き
き
酒
、
酒
の
計
り
売
り
、
一

日
過
ご
し
て
も
楽
し
い
蔵
の
明
る
さ
。

「
わ
あ
、
き
れ
い
。
」

娘
の
声
に
近
づ
く
と
、
ピ
ン
ク
色
の

壌
に
、
花
び
ら
の
絵
が
美
し
い
酒
に
出

逢
う
。
「
あ
わ
咲
き
」
と
云
い
ま
す
。

新
し
く
発
売
さ
れ
た
、
び
ん
の
中
で
発

酵
さ
せ
た
現
代
風
な
お
酒
で
す
。
支
配

人
の
延
本
さ
ん
が
、
娘
と
私
に
試
飲
さ

せ
て
下
さ
る
。
さ
わ
や
か
で
飲
み
や
す

い
。
そ
し
て
外
は
雪
な
の
に
、
酒
心
館

の
中
は
ピ
ン
ク
の
「
あ
わ
咲
き
」
が
新

し
い
春
を
ま
っ
て
い
た
。

司
Ｌ＝詞毎

鰯
－

‐

創
業
１
７
５
１
年
、
神
戸
伝
承
地
酒
、

福
毒
。
福
毒
と
云
え
ば
、
神
戸
酒
心
館
。

食
と
お
酒
、
い
や
お
酒
と
食
を
提
案
す

る
神
戸
酒
心
館
は
、
震
災
か
ら
灘
五
郷

の
心
意
気
を
見
せ
る
様
に
見
事
に
蔵
の

再
現
を
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
門
、
そ
の
前
に
は
、
大
型
バ

ス
等
が
駐
め
ら
れ
る
広
大
な
駐
車
場
、

全
国
か
ら
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
体

制
が
整
っ
て
い
る
。
み
や
げ
コ
ー
ナ
ー
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
豆
腐
、
な
か
な
か
手
に
入

ら
な
い
珍
味
、
吟
味
さ
れ
た
土
産
用
の

酒
盃
。
ど
れ
を
見
て
も
セ
ン
ス
の
良
さ

が
目
に
つ
く
。
こ
こ
を
訪
ね
る
と
何
か

一
つ
買
っ
て
帰
り
た
い
、
そ
ん
な
気
持

ち
に
さ
せ
る
の
は
見
事
。
「
さ
か
ば
や

し
」
と
云
う
食
事
処
も
、
土
産
コ
ー
ナ

あわ咲き300ｍ１７００臆

神
戸
酒
叱
館

ｖ
Ｉ
８
Ｈ
１
洞

2４

モ
ダ
ン
と
こ
だ
わ
り

１１’li-nI雨君屋､l÷ﾄーﾄ昔
一石

‘･掃
、_厚遊43号線

,.蔵感辱；「

神戸酒心館

神戸市東灘区御影塚町1-8-17
TEL､078-841-1121

TEL,078-841-2612(飲食店）

交通：阪神石屋川駅より南へ徒歩8分

時間：ショップ（10時～18時）

ﾚｽﾄﾗﾝ「さかばやし」

（11時～14時30分．ラストオーダー14時、

１７時～22時・ラストｵー ダー 21時）

定休日：なし

入場料：無料

試飲：可

httpWWww､shushinkan.co･iｐ
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職
一

江
戸
時
代
の
末
期
、
本
家
高
嶋
太
助

が
御
影
東
明
で
の
酒
造
業
を
創
業
。
そ

の
流
れ
を
く
ん
で
、
酒
粕
の
仲
介
業
を

し
て
い
た
初
代
高
嶋
平
介
は
、
明
治
３

年
に
焼
酎
の
製
造
を
始
め
る
。
こ
の
年

を
高
嶋
酒
類
食
品
株
式
会
社
の
創
業
の

年
と
し
て
い
る
。
明
治
”
年
み
り
ん
の

製
造
、
明
治
師
年
自
家
製
の
良
質
な
味

端
獅
滋
酒
粕
で
奈
良
漬
の
製
造
を
開
始
、

昭
和
５
年
に
甲
南
漬
の
商
標
を
取
る
。

そ
し
て
灘
の
名
物
甲
南
漬
と
し
て
広
く

愛
用
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
う
べ
甲
南
武

庫
の
郷
」
文
化
の
発
信
地
と
し
て
、
カ

ル
チ
ャ
ー
倶
楽
部
と
し
て
も
充
実
し
て

い
る
。
和
菓
子
教
室
、
社
交
ダ
ン
ス
、

ワ

美しいお産方目つめながら

甲
南
漬
資
料
館
と
平
介
茶
屋

Z圏

鰯

畢急

蝿

!!

曙'曙'

””

油
絵
、
押
花
ア
ー
ト
、
空
手
、
古
典
セ

ミ
ナ
ー
等
約
釦
程
の
教
室
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
他
、
甲
南
漬
の
作
り
方

教
室
、
ら
つ
き
よ
、
梅
干
し
、
千
枚
漬

ま
で
特
別
教
室
と
し
て
あ
る
。

お
食
事
処
「
平
介
茶
屋
」
年
中
無
休
。

昭
和
５
年
に
建
て
ら
れ
た
、
旧
社
長
宅

の
日
本
の
間
で
食
事
を
し
な
が
ら
お
庭

を
見
る
、
何
と
う
れ
し
い
日
本
の
美
。

そ
し
て
特
製
か
ま
ど
で
炊
か
れ
た
美
味

し
い
御
飯
、
焼
魚
、
旬
の
お
漬
物
、
予

約
を
し
て
か
ら
と
云
う
事
だ
っ
た
が
、

毎
日
で
も
食
べ
た
い
平
介
茶
屋
、
販
売

店
で
い
た
だ
い
た
み
り
ん
美
味
し
い
…
。

＄

蕊謹蕊謹
号･“．

ろ＠Ａ、＠･色ａｓＱ令ＯＣＳ

蹟

定休日：なし

入塩：無料

http:"www・konanzuke､cojp

瀧蕊

一句■

酒

笥

巳＝一室～同

戻察とこうべ甲南武庫の郷

神戸市東灘区御影塚町4-4-7
TEL､078-842-2508

交通：阪神新在家駅より南東へ徒歩3分

時間：甲南漬本店(9時～19時）

甲南漬資料館(10時～17時）

平介茶屋(11時30分~13時30分)要予約
清酒コーナー｢木瓜｣(12時～17時）

甲
南
漬
を
堪
能
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明
治
初
期
に
創
業
し
た
泉
勇
之
介
商

店
は
唯
一
阪
神
大
震
災
で
も
全
壊
に
至

ら
ず
昔
な
が
ら
の
蔵
の
形
を
残
し
て
い

る
。
大
き
な
杉
玉
が
、
板
塀
に
す
っ
か

り
な
じ
ん
で
昔
の
酒
蔵
は
こ
の
様
な
街

並
を
作
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
ふ

と
、
た
た
づ
ま
い
に
昔
の
家
の
文
化
に

も
ふ
れ
て
み
る
。
「
神
戸
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

「
サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
」
「
神
戸
の
風
」

神
戸
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
純
米
酒
が
神
戸

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
置
か
れ
土
産
と
し

て
持
ち
帰
ら
れ
る
事
が
多
い
と
か
…
。

社
長
が
自
ら
営
業
さ
れ
る
、
伊
勢
市

2６

泉勇之介商店

神戸市東灘区御影塚町1-2-7
TELO78-851-2722

交通：阪神石屋川駅より南へ徒歩10分

時間：９時～17時(要予約）

入場料：無料

定休日：日・祝日

試飲：可

htipWwww・nadaizumi,ＣＯ・jｐ

灘
泉
泉
勇
え
介
商
店

麹のような味のある泉社長(左)と

に
も
灘
泉
の
酒
が
多
く
飲
ん
で
下
さ
る

の
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

お
訪
ね
し
た
日
は
、
社
長
自
ら
長
ぐ

つ
に
白
い
作
業
着
で
精
米
を
し
て
お
ら

れ
た
。
手
作
り
の
酒
の
香
り
が
深
寒
と

す
る
蔵
に
た
だ
よ
っ
て
い
る
。

「
し
ぼ
り
た
て
で
す
。
」
娘
と
私
、
麹

の
香
り
の
す
る
新
酒
を
美
味
し
く
い
た

だ
く
。
正
に
灘
は
酒
処
、
蔵
廻
り
の
客

が
絶
え
な
い
と
聞
く
の
も
、
昔
な
が
ら

の
お
っ
と
り
と
し
た
蔵
の
様
子
が
心
地

よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

イベントホール５０～60名が利用できる

■

W■

１や二一

昔
そ
の
ま
ま
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蜜
①応募方法

官製はがきにご希望のプレゼント名をご配入の上、住所、氏名、

年齢、性別、電話番号を明記し、下記までご応募ください。

抽選の上、当選者は発送をもって代えさせていただきます。

④応募先

〒650-0011神戸市中央区下山手通2-13-3建創ビル4Ｆ

月刊神戸っ子「灘のお酒」プレゼント係

応募締め切り日平成16年３月15日(当日消印有効）
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棲
宴
お
食
事
券
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難
謝
鶴
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色
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●
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Ｄ
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ｌ
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蕊
は
く
び
し
本
み
り
ん

高調なやさ素

職:識
鳴舞霊
食酸りげひ

品造瞥瀧

蕊藻蕊
会のも、を
社鳥繋；

蝿

誤酒

,'1111

鍵
画輯

し
ぼ
り
た
て
生
原
酒

鯵

み
ぬ
め
う
ら

敏
馬
の
浦
（
資
料
館
限
定
ロ
叩
）

■
■
●
●
●
Ｏ
Ｇ
●
■
■
９
４
０
●
■
■
■
Ｑ
■
ｇ
●
■
■
Ｑ
■
０
■
■
■
■
Ｑ
Ｕ
Ｕ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
ｂ
■
■
■
い
■
■
ｂ
ｈ
ｐ
ｐ

沢
の
鶴
は
、
１
７
１
７
年
に
麓
・
西
郷
で

酒
逝
り
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
地
は
古
く

か
ら
敏
馬
の
漁
と
呼
ば
れ
交
通
の
要
所
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。
灘
酒
の
伝
統
生
翫
造

り
の
技
で
醗
し
た
純
米
大
吟
醸
酒
で
す
。

沢
の
鶴
株
式
会
社蕊
聯雨辱客室君挙ク

耐
除
幽
扉
叫

嬢
駐
か
噸

１
Ⅱ
１
、
＃
’
．

福
毒

鯵
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約40社の協力企業が出展する大試飲会

神
戸
に
は
、
開
港
以
来
、
洋

食
と
共
に
発
展
し
て
き
た
ワ
イ

ン
文
化
、
ハ
イ
カ
ラ
文
化
の
伝

統
が
色
波
く
残
っ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン
を
愛
す
る
気
の
合
う
仲

間
が
集
い
、
会
話
を
楽
し
も
う

と
い
う
の
が
、
神
戸
ワ
イ
ン
サ

ロ
ン
設
立
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

廓
一一 /ご吻産
一B

〃

神
戸
ワ
イ
ン
サ
ロ
ン
創
立
配
周
年
記
念

神
戸
ワ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
４

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
ワ
イ
ン
文
化
を
楽
し
む

１
９
９
９
年
と
２
０
０
１
年
に
開
催
さ
れ
た
「
神
戸
ワ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト
」
・
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
ワ
イ
ン
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
、
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
。

詣
年
前
に
ワ
イ
ン
愛
飲
家
が
集
い
結
成
さ
れ
た
神
戸
ワ
イ
ン
サ
ロ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
企
画
運
営
を
行
う
。

サ
ロ
ン
の
創
設
期
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
ワ
イ
ン
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
角
田
嘉
宏
さ
ん
に

「
神
戸
ワ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
４
」
の
見
所
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

過去２回のｻﾐｯﾄは大盛況だった

名
ほ
ど
で
、
設
立
当
時
の
メ
ン

バ
ー
も
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
神
戸
ワ
イ
ン
サ
ロ

ン
の
活
動
は
、
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
閉
鎖
的
で
し
た
。
も
っ
と

市
民
の
方
に
も
、
ワ
イ
ン
の
魅

力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
お
う
と
企
画
さ
れ
た

2８

一三

オークションを行う今井拓雄さん

日
本
と
ワ
イ
ン
の
関
わ
り
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
世
界
最
優
秀
ソ
ム

リ
エ
・
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
を

務
め
る
な
ど
輝
か
し
い
経
歴
を

も
つ
小
阪
田
嘉
昭
氏
に
「
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
ワ
イ
ン
の
原
産
地
表

示
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
も
。

ワ
イ
ン
通
に
と
っ
て
は
、
必
見

で
し
ょ
う
。

大
試
飲
会
で
は
、
約
如
の
協

力
会
社
が
出
展
し
ま
す
。
世
界

中
の
数
百
種
類
の
ワ
イ
ン
を
２

５
０
０
円
（
前
売
り
２
０
０
０

円
）
で
楽
し
め
る
な
ど
、
ま
た

と
な
い
機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
ワ
イ

ン
の
最
高
峰
ロ
マ
ネ
コ
ン
テ
ィ

Ｌ
ェ
う
ぞ
乱

の
も
と
も
と
の
醸
造
元
と
し
て

も
知
ら
れ
る
サ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ン

修
道
院
の
修
復
の
た
め
に
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

開
催
し
、
ワ
イ
ン
文
化
の
振
興

に
役
立
て
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
是
非
こ
の
機
会
に
、
世
界

中
の
ワ
イ
ン
を
堪
能
し
て
下
さ
い
。

角田嘉宏さん

(神戸ワインｻﾐｯﾄ2004実行委員）》１口
“
砥
》
本
叩
剛

高
価
な
ワ
イ
ン

も
皆
で
色
ん
な

種
類
の
も
の
を

買
っ
て
色
ん
な

味
を
楽
し
も
う

と
い
う
の
が
発

想
の
原
点
で
し

た
。
現
在
は
帥

＝雲二重旨
＝‐=＝

ソムリエによるパフォーマンスも必見

の
が
、
１
９
９
９
年
に
開
催
さ

れ
た
「
第
１
回
神
戸
ワ
イ
ン
サ

ミ
ッ
ト
」
で
し
た
。
こ
の
年
、

神
戸
ワ
イ
ン
サ
ロ
ン
は
、
設
立

釦
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
と

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

「
神
戸
ワ
イ
ン
サ
ミ
ッ
ト
２

０
０
４
」
は
、
神
戸
ベ
イ
シ
ェ

ラ
ト
ン
＆
タ
ワ
ー
ズ
が
会
場
と

な
り
ま
す
。
今
回
は
、
ボ
ル
ド

ー
と
双
壁
を
な
す
フ
ラ
ン
ス
ワ

イ
ン
の
名
産
地
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ

ュ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
い
ま

す
。
日
本
に
お
け
る
ワ
イ
ン
の

権
威
で
あ
る
山
本
博
氏
を
迎
え

て
、
ワ
イ
ン
の
歴
史
の
変
遷
や
、
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神戸ワインサロン創立25周年記念

神戸ワインサミッ

Ｍ

日時:2004年２月26日（木）

場所:神戸ベイシエラトンホテル&タワーズ(六甲ｱｲﾗﾝド）

■ワインテイステイング1:O0pm-8:O0pm
世界から集めた数百種類のワイン大試飲会

■記念講演２:O0pm-2:45ｐｍ

「ブルゴーニュワインの原産地表示」講師小阪田嘉昭氏
シュヴァリエ･デュ･タートヴァン叙任／１９９０世界最優秀ソムリエ･コンクール審査員／1995
日本ワイナリー協会参与著書｢ワイン醗造士のパリ駐在記｣出窓社

■特別講演３:O0pm-3:45ｐｍ

「ワインのルネッサンス時代と日本のワイン」講師山本博氏
世界ソムリエ･コンクール日本代表審査委員日本輸入ワイン協会会長
著書｢茶の間のワイン｣｢シャンパン物語｣柴田書店「ワインの女王｣｢日本のワイン｣早川書房

■ワインセミナー４:O0pm-4:50ｐｍ５:O0pm-5:50ｐｍ
「ブルゴーニュワインを剛く」(有料.2000円）
講師白井圭二氏(神戸ペイシェラトン.エグゼクティブチーフソムリエ）

「バロン･フイリップ社の軌跡と未来」
講師アントニー･グルメル氏(パロン･フィリップ･ドゥ･ロスシルド社）

■チヤリテイーオークシヨン１:O0pm-6:30ｐｍ
ロマネコンティのルーツ

「サンヴイヴァン修道院保存チャリティー」
有料セミナーに参加ご希望の方は事前に事務局へご予約ください。

（予約受付開始日:2004年１月３日(土)）定員になり次第締め切らせていただきます。

主催:神戸ワインサミット2004実行委員会

後援:兵庫県･神戸市･フランス総領事館･神戸商工会議所

（社)神戸青年会議所･神戸新交通株式会社･神戸ワインサロン
共催:神戸ベイシェラトンホテル＆タワーズ

ご予約･お問合せ:神戸ワインサミット実行委員会事務局TEL:078-857-7000(神戸ペイシェラトン内）

●入場券発売開始2004年１月３日(土）
前売券一当日券一

2,000円 2,500円(共に消醗蝿蒔）
発売所 神戸べｲｼｪﾗﾄﾝホテル&ﾀﾜー 天｢ﾜｲﾝｻﾐｯﾄ｣係

チケットぴあO570-02-9966Pコード:602-573ｅ＋(ｲーブﾗｽ)h廿p:"色eaeplus・cojp

「

ｒｌ

ｌｌ
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蓄蒋
神戸ﾜｲﾝｻﾐｯﾄ2004
KobcWTn管Summirz004T諦祁群ｒ労､ｍｍ;ﾔｱ毎

神戸ﾜｲﾝｻﾐｯﾄ2004
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